
Title (海外報告)緑の環境をたづねて

Author(s) 浅田, 正代

Citation デザイン理論. 1989, 28, p. 103-109

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/52611

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



(海外報告)

緑の環境 を訪ねて

中世 のハ ー フ ・テ ィンバ ー ドとガーデ ン

浅 田 正 代

1988年5月,私 はすべ て の拘束 か ら離 れ て 自由な立 場 で他国 の香 りゆたか

なグ リー ン環境 を5ケ 月の予定で見て あるいた。主 に ロン ドンを中心 としたカ

ン トリーサ イ ド,お よびエデ ィンバ ラ,そ の他で ある。 この きっか けとなった

の は,自 分 が永年過 した大学 のキャンパ スに 「緑 のない」 さみ しさであ った。

日本の大学 の環 境 をすべて知 っているわ けで はないが,お しなべて 日本 の学 園

DECORATIVEFRAMING

りイ トゥルマー トンホー ル とノッ トガー デン
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は緑 の環境 づ くりに消極 的で,植 物 の成育 に力 がそ そがれ ていない と思 って い

た。

丁度 その頃,関 西 のあ る女子 の名 門校で ある英文 学 の教授が,大 学の キ ャン

パ ス内 に文豪 シェー クス ピア(1564～1616)の 作 品 に出て くる植物 の 中か ら,

約100種 類 を集 めた 「シェー クス ピア ・ガ ーデ ン」 をつ くった ことが公表 され

た。人 ごとで はあったが教育者 の一 人 として私 は誰 よ りもこの報道 をよ ろこん

だよ うに思 う。本草 学 に秀 いで,花 や香草 を巧 み に作品 に表現 した シェー クス

ピアの,内 面 に少 しで も近づ くため には,こ うした キャンパ ス内の香草 園づ く

りは,教 師 として学 生へ の最大 の贈物 になる と思 ったか らであ る。

かねてオ ックスフ ォー ドや ケ ンブ リッジな どの コレ ッジのクオ ッ ド(中 庭)

300年 以 上 も刈 りこんで いる芝生 や庭 園 をみ て歩 きた い とい うのが私 の

夢 で あった か ら,こ の ことに加 えて,16世 紀 に花 ひ らいた文豪 シェー クス ピ

アの生れ育 った町 を訪 ねて,殆 ど手 つかずで残 ってい る木造建築 の家 並や,生

家の裏庭 に再現 され てい るハー ブ ・ガーデ ンな ど,香 り豊 か な環 境 の視 察 が

実現 したのであ る。

織 鷺 臨 黜 纖 … ブ・・ジ・て・
夏休 みに開放 された コレ ッジの中庭,テ ンバーの 建物 が全体 に うま く調和 して いる。
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シンガポール をふ りだ しに生活 の本居 はロン ドンにお いた。 ロ ン ドンは私 に

とって24年 ぶ りの訪 問 であ ったが,す べて は初 めて の感 で,ま ず交通 に馴れ

るこ とであ った。 カ ン トリーサ イ ドは知人 の車 に同伴す る こ ともあったが多 く

は汽車 と足で訪 ねた。

イギ リス のカ ン トリー は,名 も知 れ ぬ小 さな駅々で も,車 窓 よ りバ ス ケッ ト

の美 しい吊花が眺 め られ る。家 々の窓辺 を飾 る花 も目をみ はるばか り。 ワイル

ド ・フラワー はいた う ところに咲 きみだれ,寒 い冬枯れ のイ ギ リスな ど想像 す

る こともで きない。 この美 しい 自然環境 のなかで,建 物,特 に民家 は地 方 によっ

て特色 がはっきり分 れることを識った。

イギ リスで最 も美 しい といわれ るコツ ワル ド地方 は,コ ツワル ド ・ス トー ン

でで きた蜂蜜色 の美 しい家 並 ばか りであ る。羊 を放牧 した丘 陵地 に,遠 々 と続

く低い塀 もコツワル ド石。 バス の発祥地 で あるBATAMUSEUMに はmマ

時代 のコツ ワル ド ・ス トー ンが い ろんな形で残 されてい た。南西部 の ドーセ ッ

トで は銀味 を帶 びた白亜の石造 りの家々。 ウエ イルズで は緑 や水 色 の可愛 い家

が ドールハ ウスの ように点在 し,お 伽話 の指 し絵 をみ るよ うだ と話す人 がい る。

最後 に訪 れたエ ジ ンバ ラは濃 いグ レー の花 崗岩 の家 が殆 どで,高 くそそ りたつ

黒い モニ ュメン トも異 様 なまで に重 苦 し く,建 造物 のすべ てか ら,ス コ ッ トラ

ン ド特有 の重圧感 を感 じた。 その土地特産 の石 の採 れな い地 方で はレ ンガや木

が使 われ るそ うで,お のつ か らその土地 の伝統 を守 り通 す ことになる。イギ リ

スが人 を惹 きつ けるの は,自 然 美 を大切 に した その土地特有 の美 しさが あるか

らであ ろ う。

シェー クス ピアのふ るさとストラトフォード。ア ボン ・エイボン(STRATFORD

UPONAVON)は ロ ン ドンか ら汽車 で約2時 間半,か つ てシェー クス ピアが

愛 した田園風景が 今 につづ く,小 さな美 しい歴 史の町で あ る。現在人 口2万 ぐ

らいで,チ ューダー様 式 の民家 が軒 を連 ねた独 特のたた ず まい をみせ てい る。

16～17世 紀 に建 て られたハー フ ・ティンバ ー ド(HALFTIMBERED)と い

一105一



われ る半木造 の家 は別名 ブラ ック ・ア ン ド ・ホワイトとも呼 ばれ,黒 いテ ンバ ー

(木 材)の 骨組 が 白壁 に露 出 した木造建 築工 法で あ る。骨組 み の基本 的なパ

ターン は5つ あ り,名 稱 と特徴 は次の とお りであ る。

OIKENTISHFRAMING

ケ ン ト州 の骨 組み で,窓 を支 える ように弓型 に支柱 が渡 る。

②MEDIEVALFRAMING

中世 の骨組 み。① 大 きなパ ネルに窓 をか こむ ようにアー チの支柱 が渡 る。

●CLOSESTUDDING

垂 直 の柱 が羅列す るが,間 隔 の狭 い もの荒 い ものが ある。

●SQUAREPANELFRAMING

柱 や 梁 が四角 く大 まか に組 まれて,そ の間 を埋 めてい る壁 がパ ネル風 。

⑤DECORATIVEFRAMING

ク ロ ーバ ー型 や半 円形,失 羽根模 様 な どをうきださせた もの。

KENTISH尸 凡4ル〃ハノG

Essen地 方 にある コーチ ェスター にあ り,

現在 オ フィス につかわ れて いる。
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SQUAREPANEL用'AMI〃G、MEDIEVALFRAM〃VG

ス クエ アパ ネル とメ デ ィバル ・フレ ミング と組合 せた16世 紀初期 の藁 ぷ き屋 根の 民家。

窓 の小 さいの が特徴 。(ス トラ ト7オ ー ドにて)

OLO5εSπ ノ00'A/GFRAル1'NG

シェー クス ピアが教育 を うけた グラマー スクール や救貧院 か らなる 中世 の

ハー フ ・テ ィンバー ドの一郡

シェー クス ピアの生家 は,オ ー ク材 をつか ったスクエアパネル ・フ レ ミング

④ で,壁 の色 は くす んだべ 一 ジュ。素朴 な落 着 きをみせ てい る。ハ ーフ ・テ ィ

ンバ ー ドがイギ リス に どの くらい残 ってい るか は定 かでないが,こ れ だ け多 く
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の半木造が一 ケ所 に残 り,現 実 に使用 されて いる とい うの は他 にな い。点在 と

い うか たちで は,と ころどころで見 るこ とがで きた。 ケ ンブ リッジ大学 の コレ

ッジ,ま た東 の方で は,Essex地 方 の コーチ ェスター(Colchester)お よ び

そ の近 郊,西 側 で は前 記 の コ ツ ワ ル ド地 方 で か な り南 に下 った ロ コ ッ ク

(LACOCK)で 石 造 りの家 に ま じって,ポ ツポツみ る ことが で きた。 石や レ

ンガに比べ て もろい木 の家 が,風 雪 に耐 え現在 まで生 き残 り,パ ブやホ テルに

なってい るのは驚 きであ った。 ロ ン ドンに もかつて この半木造 民家 はあっ たが,

1666年 の 大火 で既 に焼 失 し,そ の後木造建築 は禁示 されたそ うで あ る。

シェー クスピアの生家 は こじん ま りと,ヘ ンリー ・ス トリー トに往時 の姿 の

ま ま保 存 されて い る。裏庭 は1847年 に シ ェー クス ピア生 誕地信 託協会 が家 を

買 い とった さい,詩 人 を記念 して シェー クス ピア ・ガーデ ンをつくった。 シェー

クスピア劇 に出 て くる樹木 や花,香 草 な どが植 え られ,そ の時,作 品 に登 上 し

な い植物 も彩 りに加 えて現在 に至 った とい うことで ある。植物 は約125種 とい

われ てい る。

シ ェー ク スピアが晩 年 をす こ したニ ュー ・プ レイスにあ る大庭園 。

チ ュー ダー 朝時代 の正式庭 園。
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この外,ガ ー デ ンは数多 く,妻 であ るアン ・ハ ッサ ウェイの初 期 に住 んでい

た農家 の庭,シ ェー クス ピアの母 の家,娘 の嫁 した家,ま た シェー クス ピアが

巨額 の富 を得 て故 郷 にもどり晩年 をす ごしたニュー ・プレイスなどが ある。 ニュー ・

プレイス に はチ ューダー朝時代 の広大 な正 式庭 園があ り,日 本 の造 園 とは対 象

的で特 に印象 に残 った。

ハ ー フ ・テ ィンバー ドの環境 を支 える もの は庭園の み ど り,そ して草 花で あ

ろう。他 の地 で は味わ えない豊か な自然 の香 りに包 まれ て,古 さを こえたテン

バーの家並 には,深 い感 動 を受 けたので ある。

(元 京都 女子大学)
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